




要約:重度の発達障害のためコミュニケーション能力評価の困難な児 6 例に対し各 2 種類

の色および顔を用いた視覚課題による受動的事象関連電位(ERP)の有用性を検討した。対

照は 14 例とした。その結果、適切な視覚刺激を選ぶことにより、健常対照のみならず今

回の対象児においても視覚性 mismatch negativity (MMN)が得られることが明らかになっ

た。すなわち視覚弁別の初期過程が機能していることが他覚的検査によって評価できるこ

とが判明し、重度の発達障害児とのコミュニケーションへとリハビリテーションへの応用

が可能であると考えられた。


